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2 0 1 1 年 度 1 1 月 定 例 観 察 会 報 告 （ 担 当 ６ 班 ）

第 ５ 回 六 甲 全 山 分 割 縦 走 ・ 分 割 観 察

   秋 の 菊 水 ・ 鍋 蓋 を 楽 し む
１ ． コ ー ス ： 鈴 蘭 台 駅 ～ 菊 水 山 登 山 口 ～ 菊 水 山 ～ 天 王 吊 り 橋 ～ 鍋 蓋 山 ～

     大 竜 寺 山 門 ～ 市 ヶ 原 解 散

２ ． 実 施 日 ： 2 0 1 1 年 １ １ 月 １ ３ 日 ( 日 ）

３ ． 天 候 ： 晴 れ

４ ． 参 加 者 ： ビ ジ タ ー ９ 名 会 員 1 5 名 合 計 ２ ４ 名

５ ． 配 布 資 料 ： コ ー ス の 地 図 、 三 角 点 に つ い て 、 神 戸 層 群 と 六 甲 花 崗 岩 の 関 係

６ ． 記 録

８ ： ４ ０ ～ ９ ： ０ ０ 菊 水 山 登 山 口 に て 、 受 付 ・ 諸 注 意 、 班 分 け な ど

９ ： ２ ０      ２ 班 に 分 か れ て 出 発     

１ ０ ： ２ ０     菊 水 山 山 頂 着 三 角 点 の 説 明 。

        菊 水 山 に は ３ 等 三 角 点 が あ る

       

１ ０ ： ５ ０     天 王 吊 り 橋 を 渡 る 。 休 憩 。

１ １ ： ０ ０     出 発

１ １ ： ３ ５     鍋 蓋 山 山 頂 着   鍋 蓋 山 に は ４ 等 三 角 点 が あ る 。

        昼 食

１ ２ ： ２ ０     鍋 蓋 山 出 発

１ ２ ： ４ ５     修 法 が 原 へ の 道 出 合 い

        六 甲 層 群 と 六 甲 花 崗 岩 の 関 係 の 説 明

１ ３ ： ０ ０     大 竜 寺   （ こ こ か ら 道 幅 が 広 い の で 自 然 観 察 し な が ら 歩 く ）

１ ３ ： ４ ５     市 ヶ 原 解 散

◆ 今 回 は 六 甲 全 山 縦 走 コ ー ス の 中 で も 、 菊 水 山 か ら の 下 り 、 鍋 蓋 山 へ の 登 り が

急 な 難 コ ー ス で 、 足 下 に 注 意 を 要 す る 箇 所 が 多 い 。

自 然 観 察 よ り も 、 し っ か り 安 全 に 歩 く こ と に 重 点 を お い た 。   
さ ら に 、 観 察 会 当 日 は 六 甲 全 山 縦 走 大 会 当 日 で も あ り 、 多 く の 参 加 者 の 通

行 の さ ま た げ に な ら な い よ う 、 1 列 縦 隊 で 歩 き 、 追 い 越 し 可 能 な 道 で は

追 い 抜 け る ス ペ ー ス を 空 け る よ う に つ と め て 歩 い た 。

◆ 観 察 で き た 植 物 の 一 部   
ゴ ン ズ イ （ 実 ） 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 ウ ラ ジ ロ ノ キ （ 実 ）

ア カ ガ シ 、 ス ダ ジ イ 、 ム ク ノ キ 、 エ ノ キ 、 ハ リ ギ リ 、 カ マ ツ カ （ 実 ） 、

ク サ ギ （ 実 ） 、 ハ ダ カ ホ オ ズ キ 、 シ マ カ ン ギ ク 、 ケ ア リ タ ソ ウ 、 カ ゴ ノ キ

（ 実 ） 等 な ど
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【 三 角 点 の 解 説 】

・ 三 角 点 は 一 等 か ら 四 等 ま で に 分 か れ て い ま す 。 菊 水 山 に あ る の は 三 等 三 角 点 で す 。

「 三 等 三 角 点 」 と 書 か れ た 面 が 大 体 南 向 き に な っ て い ま す 。

・ 一 等 三 角 点 は 約 4 5 K m 、 二 等 三 角 点 は 約 1 0 K m 、 三 等 三 角 点 は 約 4 K m 、 四 等 三 角

点 は 約 ２ K m ぐ ら い ご と に 設 置 さ れ て い ま す 。 三 角 点 の 上 の 十 字 マ ー ク 上 の 緯 度 、

経 度 、 標 高 を 正 確 に 測 定 し て 地 図 を 作 る 基 準 点 に し て い ま す 。

・ 最 近 、 三 角 点 上 に 黄 色 の 丸 い I C チ ッ プ が 埋 め 込 ま れ て い る も の が あ り ま す が 、 こ れ

は 、 「 イ ン テ リ ジ ェ ン ト 基 準 点 」 で す 。 こ の 中 に い ろ い ろ な 情 報 が 入 っ て い て 測 量 の 作 業 が

し や す く な る そ う で す 。

・ 三 角 点 の 一 辺 の 長 さ は 一 等 が 1 8 c m 、 二 ・ 三 等 が 1 5 c m 、 四 等 が 1 2 c m と な っ て い ま

す 。

次 に 登 る 鍋 蓋 山 の 四 等 三 角 点 は 一 辺 が 1 2 ㎝ な の で 菊 水 山 の 三 角 点 と 大 き さ を

比 べ て み て 下 さ い 。

【 神 戸 層 群 と 六 甲 花 こ う 岩 の 関 係 に つ い て 】

六 甲 花 こ う 岩 は 約 8 0 0 0 万 年 前 ぐ ら い に マ グ マ が 地 下 深 く で ゆ っ く り と

  冷 え て 固 ま っ た 岩 石 で す 。 ピ ン ク 色 の ｢カ リ 長 石 ｣と い う 鉱 物 が 含 ま れ て

い る こ と が 特 徴 で す 。

六 甲 花 こ う 岩 が で き て か ら こ の あ た り に 湖 が で き ま し た 。 約 3 5 0 0 万 年 前

で す 。 こ の 時 代 に 湖 （ 湖 底 は 六 甲 花 こ う 岩 ） の 底 に 川 が 運 ん で き た 礫 や 砂

・ 泥 火 山 灰 な ど が 堆 積 し ま し た 。 こ の 堆 積 物 が 時 間 を か け て 固 ま っ て も の

が

｢神 戸 層 群 ｣で す 。 1 0 0 万 年 前 ぐ ら い か ら こ の あ た り は 激 し い 隆 起 ・ 沈 降 運

動 が 起 き ま し た 。 隆 起 し た 部 分 は 六 甲 山 に 、 沈 降 し た 部 分 は 大 阪 湾 に な り

ま し た 。 隆 起 し た 部 分 は 雨 や 風 で 削 ら れ た の で 上 部 に あ っ た 神 戸 層 群 は 鍋

蓋 山

周 辺 で は わ ず か に み ら れ る の み で す 。 隆 起 量 が 少 な か っ た 白 川 台 付 近 に は

神 戸 層 群 は 広 く 分 布 し て い ま す 。

               鍋 蓋 山 ・ 山 頂     

              


